
・点　鐘　馬場会長
・ソング　君が代　奉仕の理想
・四つのテスト唱和　安藤職業奉仕委員
・卓　話（イニシエーション・スピーチ）
　　　　　秦 誠会員　 原島伊佐夫会員

【会長報告】
　毎日暑い日が続き
ます。外作業等十分
お気をつけてなさっ
て下さい。
　７／２９の隅田川花
火大会は１００万人
の人出。飯能夏祭り
７／１５・１６もすごい
人でした。コロナが
怖くてマスクは外さ
ずに居ました。
　一昨日、間邉会員
のお宅にお見舞いに行きました。６月６日から
一年が経ち、リハビリを経てだいぶ喋れるよう
になり、午前中は俳句やカラオケをされている
とのこと。皆様によろしく。１２月には復帰し
たいとのお話でした。
　今月末はガバナー補佐訪問、公式訪問です。

「入会３年未満の会員」との懇談会には２３日に
入会される方も含めて必ず参加して頂きたい。
また、公式訪問では「クラブの活性化」をテー
マにグループディスカッションを行うという髙
丹ガバナーのご意向でしたが、日高と合同開催
のため、それは困難だということを清水会長が
補佐に伝え、従来通り、五大奉仕の発表となり
ました。発表には活性化のテーマを入れて欲し
いとのことです。五大奉仕の委員長の皆様、よ

ろしくお願い致します。
　秦さん、原島さん、今日は是非ご自分をＰＲ
して、メンバーとの信頼関係を深くして頂き、
ロータリーライフに新しいネットワークを作っ
て頂きたいと思います。

【幹事報告】　　大﨑副幹事（代役）
　第３回理事会：前回議事録、承
認。１０月のプログラム、承認。
夜間例会、承認。公式訪問は制服
ネクタイ着用。３年未満の方は懇
談会への参加をお願いします。

【委員会報告】
◎前年度幹事　　　　　　　　　　　　市川君
「年次報告書」本日中に印刷に回しますので、
帰り際に事務局にご提出下さい。
◎親睦活動委員会　　　　　　　　　　坂本君
　１０／１８夜間例会は点鐘１７時３０分に変更。
健康と笑いの公演を落語家・柳家三之助師匠に
お願いしています。

【出席報告】ＭＵ・無届欠席０　山川出席向上委員

【結婚・誕生日祝】　　　　 坂本親睦活動委員
◇入会記念日おめでとう
　大木君、増島君、田辺君、和泉君、小川君
　土屋君、吉田（行）君、吉澤君、中里（忠）君
　大崎君、加藤君
◇結婚記念日おめでとう
　小谷野君

◇会員誕生日おめでとう
　吉澤君、天ヶ瀬君、髙橋君
◇夫人誕生日おめでとう
　永安寺夫人、市川（昭）夫人、中里（忠）夫人
　大野（康）夫人、山川夫人、小谷野夫人

【ＳＡＡ報告】
◎ニコニコＢＯＸ
・入会記念日お祝い有難うございました。
　　　　　大木君、土屋君、小川君、吉田（行）君
　　　　　　　　　加藤君、中里（忠）君、吉澤君
・妻の誕生日お祝い有難うございます。
　　　 山川君、中里（忠）君、大野（康）君、市川君
　　　　　　　　　　　　　　　　　永安寺君
・誕生日祝い有難うございます。髙橋君、吉澤君
・会社の人事の件でお知らせを送らせて頂き、
　沢山のロータリーの方々から温かいお祝いの
　言葉などを頂きました。皆様方の益々のご指
　導お願い致します。本当にいつも有難うござ
　います。　　　　　　　　　　　　鈴木（勝）君
・仕事が長くなり前回欠席となってしまいすみ
　ません。　　　　　　　　　　　　　本間君
・原島さん、秦さん、イニシエーション・スピー
　チ有難うございます。今日はよろしくお願い
　します。　　　　　　　　　髙橋君、沢辺君
・大学院１年砲丸娘、日本グランプリ田島記念
　大会１５ｍ７４、シーズンベストで優勝です！
　　　　　　　　　　　　　　　　　大野（康）君
本日計４６，５００円、累計額１０８，５００円。
◎２３日例会当番は新井、天ヶ瀬会員です。

【卓　　話】
講師紹介　　　　　　　大﨑プログラム委員長
　今年度は新入会員の方全員にイニシエーショ
ン・スピーチをお願いする方針で、本日はその
第１弾です。よろしくお願い致します。

■秦  誠 会員
　昨年３月に、公私共にお世話になった髙橋さ
んのご紹介でお仲間にならせて頂きました。
　Ｓ５５年生まれ、４３歳。出身は北京です。家
族は、結婚２０年の妻と息子２人です。何も不
自由のない幼少期には、大好きな数学と将棋を

して過ごせました。
　１０歳の時に、慕う父
親が心筋梗塞で突然死。
数年後に母が再婚しまし
た。裕福な暮らしから転
落し、家族団欒から一人
ぼっちになった少年時代
でした。いつか元の生活
になりたいというのが自
分の原動力ではないかと
思っております。

　飯能に移住したのはＨ２７年と記憶していま
す。翌年、不動産賃貸業を営む会社を創業し、
今年８期目となりました。
　Ｈ１４年に大学を卒業して創業するまでの
間、長くメーカー系のＩＴ企業に勤めていまし
た。私は、Ｈ２１年に日本国籍を取得した後、
当時勤める会社から上海でのＩＴコンサル部門
の新規立ち上げを命じられ、Ｈ２２年から上海
での海外赴任となりました。現地採用を通じて
人材を集め、工場のＩＴ基盤の構築をコンサル
タントから導入までサポートする態勢を一から
作り上げました。当時、サービス対象のお客様は
日本から中国へ工場を移転する計画をする日本
企業と、すでに稼働中の中国工場を東南アジア
諸国に移転する日本企業の２種類で、数的には
約半々でした。そこから約５年間、日本や中国
各地、ベトナムやタイをはじめとする東南アジ
ア諸国を飛び回り、たくさんの工場を訪問して
工場長や経営者の方にお世話になりました。
　Ｈ２７年頃、日本への帰国を機に区切りを付
けて退職し、自分で事業を始めました。以来、
利用しにくい建物を利用しやすいように再生
し、事業者様に使って頂くことを実践してきま
した。内装業者や設備業者等、不動産再生にお
いて信頼のできる仲間も徐々に周りに集まって
きました。Ｈ２８年に取得した１棟目から、平
均１年半で１棟のペースで、ゆっくりと保有物
件を拡大してきました。現時点では全物件が満
室です。各種テナント物件の提供を通じて、地
域に寄り添い、貢献できる企業であり続けたい
なと思っております。「勝つよりは、負けない」
と考えて、いつも自身の状況が分かるように月
次決算だけは創業当時から実施してきました。
貸ビル、貸ホテル、貸家等、利用形態は多岐に
わたりますが、いずれも適切にメンテナンスを
しながら長期保有に徹し、キャピタル・ゲイン
は考えておりません。
　プライベートでは普段、宗教史、家紋や風水
等、雑学の研究を楽しんでいます。事業を起こ
す前後には風水にハマり、関東で事業を起こす
には「飯能は風水的に良いスポットの一つ」と
結論付けたのが飯能に移住した理由の一つでも
ありました。
　これからも皆様のご縁を大切にして、この地
域に少しでも貢献できるように頑張りたいと思
います。今後共よろしくお願い致します。
　
■原島伊佐夫会員
　飯能信用金庫の原島でございます。歴史のあ
る飯能ＲＣでイニシエーション・スピーチをさ
せて頂きますこと、誠に光栄に存じます。どう
ぞよろしくお願い致します。
「天に軌道のある如く、人それぞれに皆さん運
命というものをもっております。人生というの

は当たるも八卦当たらぬ
も八卦。人生どうなるか
分からない。これが人生
の醍醐味でございます。
特に本日お集まりの皆様
方、男性の方、顔を見ま
すと女難の相が出ており
ます。ご婦人のお集まり
になるところに行く時に
は是非ともお気をつけ頂
きたいと思います」。

　これは皆さんご存じ、映画『男はつらいよ』
で渥美清さん演じる「寅さん」が映画の中で話
したことです。私の人生もこれをもじって話し
ますけれども、お聞き頂きたいと思います。
　わたくし、生まれも育ちも飯能。東神森（と
うかんもり）で産湯を使い、姓は原島、名は伊
佐夫、人呼んで“はんしんのハラさん”と申し
ます…と、こういきたいところなんですけれど
ちょっとだけ違うんです。
　私はＳ４０年に生まれました。東京オリンピッ
クの翌年です。戦後も２５年経ち、そろそろ景
気復興という時代で、いざなぎ景気の最初の年
に当たるわけです。当時のことを皆さん思い出
して頂きますと、加山雄三さんの「君といつま
でも」、北島三郎さんの「兄弟仁義」が大ヒット
した年。首相は佐藤栄作さん。“巨人・大鵬・
卵焼き”で有名な大鵬関が１年に３回優勝した
年でした。そのような時代背景の中、私は市内
柳町で育ちました。場所は東飯能駅から中央通
りを飯能信用金庫・飯能中央支店の方に向かっ
て歩いて約７分の左側。昔「東飯（とうはん）
衣料」というお店をやっておりました。自宅の
前は深田屋さんという金物屋さんの資材部。道
を渡って反対側がオケダさんという毛糸屋さ
ん。その隣は高野おもちゃ屋さん。その隣が確
か傘屋さんだったように記憶しています。私の
家の左は松林堂というお菓子屋さんで、その隣
は武蔵野銀行。そしてその隣は町田屋さんとい
うお魚屋さん。広小路の町田屋さんのご親戚だ
そうです。その隣が町田電気屋さん。その隣が
フカザワ帽子屋さん。その隣が現在の東和銀
行。昔は大成相互銀行と言っていました。私の
家の右は大野材木。村野さんという方が材木を
やっていました。ご記憶のある方も多いのでは
ないでしょうか。私はそのようなところで育ち
まして、幼稚園は飯能幼稚園に通いました。担
任の服部先生は今のご住職のお母様に当たるの
でしょうか。
　Ｓ４６年、飯能第一小学校に入学。同時に飯
能研修学院、大浦先生のところにも通い始めま
した。しかし、その年の５月、自分の不注意で
交通事故に遭ってしまったのです。場所は自宅
前、高野おもちゃ屋さんの前で車に轢かれまし
た。大腿骨骨折、内臓打撲。当時、献身的な地
元の先生、木川先生に足を繋いで頂きまして、
内臓については双柳に長又という先生がいらっ
しゃいまして、長又医院の先生に助けてもらっ
て一命を取り留めました。本当に献身的な看病
を頂き本当に感謝しております。今こうやって
話せるのも先生方のお蔭でございます。有難う
ございます。あとで聞いた話なのですが、事故
を目撃した人は、あの少年は（小学校１年生で
すから）助からないのではと思ったそうです。
治療のために入院を余儀なくされ、その年はほ

ぼ学校に行きませんでした。本来なら出席日数
不足で小学校１年生で留年ということでござい
ますけれども、当時の担任の先生が、授業が終
わってから自宅に来て勉強を教えて下さいまし
た。そういった良い時代だったと思うのです
ね。お蔭様で２年生に進級することが出来まし
た。本当に感謝しております。
　小学校４年生になると富士見小学校が市役所
の後ろにできました。飯能一中のグランドは非
常に大きくて、その中に市役所ができ、富士見
小ができたわけですが、そちらの小学校に通い
始めました。
　そして、飯能一中に進学。今の体形からお分
かりなると思いますが、スポーツはダメです。
球技ダメ、走るのダメ。しかしながら、ある友
人との出会いが私にスポーツへの道を開いてく
れました。
　当時、テレビでは武田鉄矢さん演じる「金八
先生」が話題で、中学校では不良の生徒が暴れ
て社会問題になっていました。ある中学校には
機動隊が入ったという話もありました。私の学
年にも番長と呼ばれる青木君というのが居りま
して、私の存在は青木君から考えて５番目位な
ので「子分Ｎｏ．５」というところでした。その
青木君から「水泳部に入ろう」と言われたわけ
です。もちろん番長からのお誘いですから有無
を言わず水泳部に入部しました。今の時代なら
間違いなくパワハラ、いじめになるのでしょう
けれども当時はそんなこと関係ないですね。先
生も生徒を殴っていましたから。
　水泳部の活動は非常に厳しく、顧問の内田先
生は聞きしに勝る厳しい方でした。放課後、毎
日泳ぎました。来る日も来る日も、夏休みも、
２５ｍプールを行ったり来たり、泳ぎました。
もちろん何度もやめたいと思いました。ただ、
先生は左利きで、左ビンタをするんですね。先
生の左ビンタと番長の誘いを断るのが怖くて、
結局３年間水泳を続けることになりました。
　１年目は結果が出なかったのですが、２年に
なった時に転機が訪れました。しかもそれは単
なる偶然でした。埼玉県西部地区大会で、先輩
が出場するはずだった２００ｍバタフライに私
が出ることになったのです。今のお子さんのよ
うには体のできていない時代ですからバタフラ
イで泳ぐこと自体厳しかった。２００ｍ泳ぐと
プールから上がって歩けなくなる位カロリーを
消費する種目でしたから、先輩が居ないからと
言って進んで泳ぐ気にはなれなかったのです
が、怖い先生の命令ですからあえて出場しまし
た。結果、ほんのタッチ差で「２番」という成
績をおさめることができました。単純な私はそ
の時に「努力は報われる」「やればできるんだ」
と勘違いを致しました。そしてさらに練習を続
けたわけでございます。いよいよ本選。単純な
人間の勘違いほど強いもの、怖いものはござい
ません。気づけば埼玉県大会で決勝にまで残り

「第６位」で入賞することができました。そのこ
とで私は、実は水泳を頼りに高校に進学するこ
とになりました。
　高校は水泳部のある入間市の狭山ヶ丘高等学
校です。最近では昨年も東大へ２名合格したり
して進学校として有名になっておりますが、私
の通う時代はそんなことはありませんでした。
勉強よりもスポーツ、スポーツよりも武闘派。
ケンカも日常茶飯事でした。黒の学ランが一般

的でしたが、学ランに細工ができないように、私
が入学する時には紺色の制服に変わりました。
それを考えても非常に怖い学校だったように思
います。水泳部以外の運動部の先輩でも挨拶で

「押忍」を言わないと、すれ違う時にパンチや
蹴りが飛んできました。今の時代では考えられ
ませんが、まさに映画『嗚呼！！花の応援団』
のような状況。高校生なのにタテ社会の厳しい
中で３年間過ごしました。その水泳部も３年間
やり遂げました。結果は一番良い時で２００ｍ
バタフライで埼玉県下２位までいったのです
が、その時に「これが限界かな」と思ってしまっ
たのですね。そう思った時から練習を時折サボ
るようになりました。県で１番は同じ学校の後
輩で、リレーでも、予選には私が出るのです
が、決勝に残るとその後輩が出るので、非常に
気持ちが複雑だったのを覚えております。
　高校３年になり、進路を決めないといけない
時期になりました。元々怠惰な私は「まだ働き
たくない」というふざけた理由で進学を希望。
部活を引退したのは夏の終わりの９月で、全く
勉強はしておりませんでした。受験するも悉く
失敗。たくさん受けたので、受験料だけで親に
３０万円を出してもらいました。最後、もう浪
人かという時に、八王子の杏林大学経済学部に
拾ってもらって入学しました。学生時代はアル
バイトを行い、安酒を買って仲間と飲んでいま
した。トリスというウイスキーが安くて、よく
割って飲んでいたのですが、悪酔いしてよく吐
いていたのを覚えています。恋愛はしました。
しかもたくさん振られました。片思いも多かっ
たです。間抜けな学生だったと思います。
　Ｓ６２年、大学４年になり、いよいよ就職戦線。
私の気持ちは、世界に羽ばたく企業に就職した
いというものでしたが、一方で、自分の能力に
自信のない気持ちもあり、「海外で生活するのは
無理かな」という不安もありました（秦さん、
すごいですね）。優柔不断な私は業種も決まらず
時間だけが過ぎていきました。友人達はいろい
ろな企業に内定、就職が決まっていきました。
例えば、富士通、ヤナセ、埼玉銀行、トヨタ、
警視庁、等。気づくと私だけ就職が決まってお
りませんでした。見るに見かねた母親が「地元
の信用金庫に知り合いの人が居るから受けてみ
たら」と言うのでとりあえず行ってみようかな
という気持ちで面接に出かけました。もちろん
母の知り合いだからと言って特別待遇ではなく
一次面接からのスタートです。そのため、ある
程度、地元の信用金庫の仕事、規模、意義等を
事前に学んで行きました。信用金庫と言っても
金融機関。預金や貸出金等、銀行の業務とほと
んど変わりません。しかしながら自分の中で、
他の金融機関との一番の違いを考えた時、やっ
ぱり地元に根ざしている、地元に密着してい
る、地元に貢献しなければいけないんだという
イメージが強く残りました。一次面接の時に面
接担当者の方が同じような話をしてくれまし
た。目からウロコが落ちました。私は二次面接
を受ける前に覚悟を決め、飯能信用金庫に入行
することを決めました。受けようと思って資料
を貰っておいた他の会社を全てやめて、飯能信
用金庫一本に絞り、必死になって信用金庫のこ
とを調べ、面接に取り組みました。
　お蔭様でＳ６３年４月、飯能信用金庫に入行
することができました。最初の配属店舗は現在

と同じ飯能中央支店。当時は本店営業と呼ばれ
ておりました。この頃、私は一丁目の青年会に
加入させて頂きました。
 飯能信用金庫職員としての最初の１年間は店
の中での見習いです。２年目に入り、初めて営
業担当地区をもたせて頂きました。地区は東吾
野、吾野、西吾野。地名で申しますと白子、平
戸、虎秀、井上、坂石、坂石町分、南川、北
川、長沢、坂元と、正丸までの事業所と個人宅
を合わせて４００軒、毎月訪問してお金を預かっ
て印鑑を押して帰って参りました。そして４年
半後、所沢支店に転勤となったわけです。
 金融機関の人間、サラリーマンにとって転勤
は宿命であり、必ずついて回ります。私は３５年
間で１３回の転勤を繰り返し、昨年ようやく振り
出しである飯能中央支店に帰ってくることがで
きました。しかも支店長という職責とやりがい
のある地位で戻れたこと、非常に嬉しく感じて
おります。
　このように振り返ってお話をさせて頂きます
と、良いこと、改めねばいけないこと、３つの点
に気づきました。１つ目は、勘違いでも何でも
やればできる、努力は報われると思うことの重
要性です。これは水泳で学びました。素質のな
い私でも１日に１万ｍも泳げば県の大会で決勝
にまで出られました。しかしながら高校では途
中で「これが限界かな」と感じ、努力を怠りまし
た。これはいけません。今後はものごとについて
限界と感じてもさらに一歩頑張ろうと考えます。
２つ目は、親の意見と冷や酒です。就職の時、
母親が飯能信用金庫を勧めてくれたことがまさ
にそうです。母は学のない人でしたが長年の経
験で息子の幸せと適性を見抜いていたのだと思
います。親と年長者の話すことはよく聞くべき
であると思いました。冷や酒については皆様、
同じ経験をされていると思いますので、あえて
ご説明することはないと思います。３つ目は、
人との出会い。小学校１年の担任の先生、中学
時代の番長の青木君、怪我を治して頂いた先生
方、厳しい部活顧問の内田先生、安酒を酌み交
わしていろんなことを話した大学の友人、飯能
信用金庫を受験した時の面接官の方々、そして
何より、本日お集まり頂いている皆様方。どの一
つも現在の私にとってなくてはならない出会い
です。一つ一つの出会いに感謝申し上げます。
　最後に、歴史ある飯能ＲＣに参加できますこ
とに感謝を申し上げると同時に、より一層、社
会奉仕活動に頑張りたいと思いますので、皆様
にたくさんのご指導ご鞭撻をお願いさせて頂き
まして、これにて、原島伊佐夫のイニシエーショ
ン・スピーチを終了させて頂きます。本日は有
難うございました。

ＲＩ会長 ゴードンR.マッキナリー
世界に希望を生み出そう 髙 丹 秀 篤

齋 藤 栄 作

会 員 増 強 推 進 月 間

当 番 山口君、安藤君
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・点　鐘　馬場会長
・ソング　君が代　奉仕の理想
・四つのテスト唱和　安藤職業奉仕委員
・卓　話（イニシエーション・スピーチ）
　　　　　秦 誠会員　 原島伊佐夫会員

【会長報告】
　毎日暑い日が続き
ます。外作業等十分
お気をつけてなさっ
て下さい。
　７／２９の隅田川花
火大会は１００万人
の人出。飯能夏祭り
７／１５・１６もすごい
人でした。コロナが
怖くてマスクは外さ
ずに居ました。
　一昨日、間邉会員
のお宅にお見舞いに行きました。６月６日から
一年が経ち、リハビリを経てだいぶ喋れるよう
になり、午前中は俳句やカラオケをされている
とのこと。皆様によろしく。１２月には復帰し
たいとのお話でした。
　今月末はガバナー補佐訪問、公式訪問です。

「入会３年未満の会員」との懇談会には２３日に
入会される方も含めて必ず参加して頂きたい。
また、公式訪問では「クラブの活性化」をテー
マにグループディスカッションを行うという髙
丹ガバナーのご意向でしたが、日高と合同開催
のため、それは困難だということを清水会長が
補佐に伝え、従来通り、五大奉仕の発表となり
ました。発表には活性化のテーマを入れて欲し
いとのことです。五大奉仕の委員長の皆様、よ

ろしくお願い致します。
　秦さん、原島さん、今日は是非ご自分をＰＲ
して、メンバーとの信頼関係を深くして頂き、
ロータリーライフに新しいネットワークを作っ
て頂きたいと思います。

【幹事報告】　　大﨑副幹事（代役）
　第３回理事会：前回議事録、承
認。１０月のプログラム、承認。
夜間例会、承認。公式訪問は制服
ネクタイ着用。３年未満の方は懇
談会への参加をお願いします。

【委員会報告】
◎前年度幹事　　　　　　　　　　　　市川君
「年次報告書」本日中に印刷に回しますので、
帰り際に事務局にご提出下さい。
◎親睦活動委員会　　　　　　　　　　坂本君
　１０／１８夜間例会は点鐘１７時３０分に変更。
健康と笑いの公演を落語家・柳家三之助師匠に
お願いしています。

【出席報告】ＭＵ・無届欠席０　山川出席向上委員

【結婚・誕生日祝】　　　　 坂本親睦活動委員
◇入会記念日おめでとう
　大木君、増島君、田辺君、和泉君、小川君
　土屋君、吉田（行）君、吉澤君、中里（忠）君
　大崎君、加藤君
◇結婚記念日おめでとう
　小谷野君

◇会員誕生日おめでとう
　吉澤君、天ヶ瀬君、髙橋君
◇夫人誕生日おめでとう
　永安寺夫人、市川（昭）夫人、中里（忠）夫人
　大野（康）夫人、山川夫人、小谷野夫人

【ＳＡＡ報告】
◎ニコニコＢＯＸ
・入会記念日お祝い有難うございました。
　　　　　大木君、土屋君、小川君、吉田（行）君
　　　　　　　　　加藤君、中里（忠）君、吉澤君
・妻の誕生日お祝い有難うございます。
　　　 山川君、中里（忠）君、大野（康）君、市川君
　　　　　　　　　　　　　　　　　永安寺君
・誕生日祝い有難うございます。髙橋君、吉澤君
・会社の人事の件でお知らせを送らせて頂き、
　沢山のロータリーの方々から温かいお祝いの
　言葉などを頂きました。皆様方の益々のご指
　導お願い致します。本当にいつも有難うござ
　います。　　　　　　　　　　　　鈴木（勝）君
・仕事が長くなり前回欠席となってしまいすみ
　ません。　　　　　　　　　　　　　本間君
・原島さん、秦さん、イニシエーション・スピー
　チ有難うございます。今日はよろしくお願い
　します。　　　　　　　　　髙橋君、沢辺君
・大学院１年砲丸娘、日本グランプリ田島記念
　大会１５ｍ７４、シーズンベストで優勝です！
　　　　　　　　　　　　　　　　　大野（康）君
本日計４６，５００円、累計額１０８，５００円。
◎２３日例会当番は新井、天ヶ瀬会員です。

【卓　　話】
講師紹介　　　　　　　大﨑プログラム委員長
　今年度は新入会員の方全員にイニシエーショ
ン・スピーチをお願いする方針で、本日はその
第１弾です。よろしくお願い致します。

■秦  誠 会員
　昨年３月に、公私共にお世話になった髙橋さ
んのご紹介でお仲間にならせて頂きました。
　Ｓ５５年生まれ、４３歳。出身は北京です。家
族は、結婚２０年の妻と息子２人です。何も不
自由のない幼少期には、大好きな数学と将棋を

して過ごせました。
　１０歳の時に、慕う父
親が心筋梗塞で突然死。
数年後に母が再婚しまし
た。裕福な暮らしから転
落し、家族団欒から一人
ぼっちになった少年時代
でした。いつか元の生活
になりたいというのが自
分の原動力ではないかと
思っております。

　飯能に移住したのはＨ２７年と記憶していま
す。翌年、不動産賃貸業を営む会社を創業し、
今年８期目となりました。
　Ｈ１４年に大学を卒業して創業するまでの
間、長くメーカー系のＩＴ企業に勤めていまし
た。私は、Ｈ２１年に日本国籍を取得した後、
当時勤める会社から上海でのＩＴコンサル部門
の新規立ち上げを命じられ、Ｈ２２年から上海
での海外赴任となりました。現地採用を通じて
人材を集め、工場のＩＴ基盤の構築をコンサル
タントから導入までサポートする態勢を一から
作り上げました。当時、サービス対象のお客様は
日本から中国へ工場を移転する計画をする日本
企業と、すでに稼働中の中国工場を東南アジア
諸国に移転する日本企業の２種類で、数的には
約半々でした。そこから約５年間、日本や中国
各地、ベトナムやタイをはじめとする東南アジ
ア諸国を飛び回り、たくさんの工場を訪問して
工場長や経営者の方にお世話になりました。
　Ｈ２７年頃、日本への帰国を機に区切りを付
けて退職し、自分で事業を始めました。以来、
利用しにくい建物を利用しやすいように再生
し、事業者様に使って頂くことを実践してきま
した。内装業者や設備業者等、不動産再生にお
いて信頼のできる仲間も徐々に周りに集まって
きました。Ｈ２８年に取得した１棟目から、平
均１年半で１棟のペースで、ゆっくりと保有物
件を拡大してきました。現時点では全物件が満
室です。各種テナント物件の提供を通じて、地
域に寄り添い、貢献できる企業であり続けたい
なと思っております。「勝つよりは、負けない」
と考えて、いつも自身の状況が分かるように月
次決算だけは創業当時から実施してきました。
貸ビル、貸ホテル、貸家等、利用形態は多岐に
わたりますが、いずれも適切にメンテナンスを
しながら長期保有に徹し、キャピタル・ゲイン
は考えておりません。
　プライベートでは普段、宗教史、家紋や風水
等、雑学の研究を楽しんでいます。事業を起こ
す前後には風水にハマり、関東で事業を起こす
には「飯能は風水的に良いスポットの一つ」と
結論付けたのが飯能に移住した理由の一つでも
ありました。
　これからも皆様のご縁を大切にして、この地
域に少しでも貢献できるように頑張りたいと思
います。今後共よろしくお願い致します。
　
■原島伊佐夫会員
　飯能信用金庫の原島でございます。歴史のあ
る飯能ＲＣでイニシエーション・スピーチをさ
せて頂きますこと、誠に光栄に存じます。どう
ぞよろしくお願い致します。
「天に軌道のある如く、人それぞれに皆さん運
命というものをもっております。人生というの

は当たるも八卦当たらぬ
も八卦。人生どうなるか
分からない。これが人生
の醍醐味でございます。
特に本日お集まりの皆様
方、男性の方、顔を見ま
すと女難の相が出ており
ます。ご婦人のお集まり
になるところに行く時に
は是非ともお気をつけ頂
きたいと思います」。

　これは皆さんご存じ、映画『男はつらいよ』
で渥美清さん演じる「寅さん」が映画の中で話
したことです。私の人生もこれをもじって話し
ますけれども、お聞き頂きたいと思います。
　わたくし、生まれも育ちも飯能。東神森（と
うかんもり）で産湯を使い、姓は原島、名は伊
佐夫、人呼んで“はんしんのハラさん”と申し
ます…と、こういきたいところなんですけれど
ちょっとだけ違うんです。
　私はＳ４０年に生まれました。東京オリンピッ
クの翌年です。戦後も２５年経ち、そろそろ景
気復興という時代で、いざなぎ景気の最初の年
に当たるわけです。当時のことを皆さん思い出
して頂きますと、加山雄三さんの「君といつま
でも」、北島三郎さんの「兄弟仁義」が大ヒット
した年。首相は佐藤栄作さん。“巨人・大鵬・
卵焼き”で有名な大鵬関が１年に３回優勝した
年でした。そのような時代背景の中、私は市内
柳町で育ちました。場所は東飯能駅から中央通
りを飯能信用金庫・飯能中央支店の方に向かっ
て歩いて約７分の左側。昔「東飯（とうはん）
衣料」というお店をやっておりました。自宅の
前は深田屋さんという金物屋さんの資材部。道
を渡って反対側がオケダさんという毛糸屋さ
ん。その隣は高野おもちゃ屋さん。その隣が確
か傘屋さんだったように記憶しています。私の
家の左は松林堂というお菓子屋さんで、その隣
は武蔵野銀行。そしてその隣は町田屋さんとい
うお魚屋さん。広小路の町田屋さんのご親戚だ
そうです。その隣が町田電気屋さん。その隣が
フカザワ帽子屋さん。その隣が現在の東和銀
行。昔は大成相互銀行と言っていました。私の
家の右は大野材木。村野さんという方が材木を
やっていました。ご記憶のある方も多いのでは
ないでしょうか。私はそのようなところで育ち
まして、幼稚園は飯能幼稚園に通いました。担
任の服部先生は今のご住職のお母様に当たるの
でしょうか。
　Ｓ４６年、飯能第一小学校に入学。同時に飯
能研修学院、大浦先生のところにも通い始めま
した。しかし、その年の５月、自分の不注意で
交通事故に遭ってしまったのです。場所は自宅
前、高野おもちゃ屋さんの前で車に轢かれまし
た。大腿骨骨折、内臓打撲。当時、献身的な地
元の先生、木川先生に足を繋いで頂きまして、
内臓については双柳に長又という先生がいらっ
しゃいまして、長又医院の先生に助けてもらっ
て一命を取り留めました。本当に献身的な看病
を頂き本当に感謝しております。今こうやって
話せるのも先生方のお蔭でございます。有難う
ございます。あとで聞いた話なのですが、事故
を目撃した人は、あの少年は（小学校１年生で
すから）助からないのではと思ったそうです。
治療のために入院を余儀なくされ、その年はほ

ぼ学校に行きませんでした。本来なら出席日数
不足で小学校１年生で留年ということでござい
ますけれども、当時の担任の先生が、授業が終
わってから自宅に来て勉強を教えて下さいまし
た。そういった良い時代だったと思うのです
ね。お蔭様で２年生に進級することが出来まし
た。本当に感謝しております。
　小学校４年生になると富士見小学校が市役所
の後ろにできました。飯能一中のグランドは非
常に大きくて、その中に市役所ができ、富士見
小ができたわけですが、そちらの小学校に通い
始めました。
　そして、飯能一中に進学。今の体形からお分
かりなると思いますが、スポーツはダメです。
球技ダメ、走るのダメ。しかしながら、ある友
人との出会いが私にスポーツへの道を開いてく
れました。
　当時、テレビでは武田鉄矢さん演じる「金八
先生」が話題で、中学校では不良の生徒が暴れ
て社会問題になっていました。ある中学校には
機動隊が入ったという話もありました。私の学
年にも番長と呼ばれる青木君というのが居りま
して、私の存在は青木君から考えて５番目位な
ので「子分Ｎｏ．５」というところでした。その
青木君から「水泳部に入ろう」と言われたわけ
です。もちろん番長からのお誘いですから有無
を言わず水泳部に入部しました。今の時代なら
間違いなくパワハラ、いじめになるのでしょう
けれども当時はそんなこと関係ないですね。先
生も生徒を殴っていましたから。
　水泳部の活動は非常に厳しく、顧問の内田先
生は聞きしに勝る厳しい方でした。放課後、毎
日泳ぎました。来る日も来る日も、夏休みも、
２５ｍプールを行ったり来たり、泳ぎました。
もちろん何度もやめたいと思いました。ただ、
先生は左利きで、左ビンタをするんですね。先
生の左ビンタと番長の誘いを断るのが怖くて、
結局３年間水泳を続けることになりました。
　１年目は結果が出なかったのですが、２年に
なった時に転機が訪れました。しかもそれは単
なる偶然でした。埼玉県西部地区大会で、先輩
が出場するはずだった２００ｍバタフライに私
が出ることになったのです。今のお子さんのよ
うには体のできていない時代ですからバタフラ
イで泳ぐこと自体厳しかった。２００ｍ泳ぐと
プールから上がって歩けなくなる位カロリーを
消費する種目でしたから、先輩が居ないからと
言って進んで泳ぐ気にはなれなかったのです
が、怖い先生の命令ですからあえて出場しまし
た。結果、ほんのタッチ差で「２番」という成
績をおさめることができました。単純な私はそ
の時に「努力は報われる」「やればできるんだ」
と勘違いを致しました。そしてさらに練習を続
けたわけでございます。いよいよ本選。単純な
人間の勘違いほど強いもの、怖いものはござい
ません。気づけば埼玉県大会で決勝にまで残り

「第６位」で入賞することができました。そのこ
とで私は、実は水泳を頼りに高校に進学するこ
とになりました。
　高校は水泳部のある入間市の狭山ヶ丘高等学
校です。最近では昨年も東大へ２名合格したり
して進学校として有名になっておりますが、私
の通う時代はそんなことはありませんでした。
勉強よりもスポーツ、スポーツよりも武闘派。
ケンカも日常茶飯事でした。黒の学ランが一般

的でしたが、学ランに細工ができないように、私
が入学する時には紺色の制服に変わりました。
それを考えても非常に怖い学校だったように思
います。水泳部以外の運動部の先輩でも挨拶で

「押忍」を言わないと、すれ違う時にパンチや
蹴りが飛んできました。今の時代では考えられ
ませんが、まさに映画『嗚呼！！花の応援団』
のような状況。高校生なのにタテ社会の厳しい
中で３年間過ごしました。その水泳部も３年間
やり遂げました。結果は一番良い時で２００ｍ
バタフライで埼玉県下２位までいったのです
が、その時に「これが限界かな」と思ってしまっ
たのですね。そう思った時から練習を時折サボ
るようになりました。県で１番は同じ学校の後
輩で、リレーでも、予選には私が出るのです
が、決勝に残るとその後輩が出るので、非常に
気持ちが複雑だったのを覚えております。
　高校３年になり、進路を決めないといけない
時期になりました。元々怠惰な私は「まだ働き
たくない」というふざけた理由で進学を希望。
部活を引退したのは夏の終わりの９月で、全く
勉強はしておりませんでした。受験するも悉く
失敗。たくさん受けたので、受験料だけで親に
３０万円を出してもらいました。最後、もう浪
人かという時に、八王子の杏林大学経済学部に
拾ってもらって入学しました。学生時代はアル
バイトを行い、安酒を買って仲間と飲んでいま
した。トリスというウイスキーが安くて、よく
割って飲んでいたのですが、悪酔いしてよく吐
いていたのを覚えています。恋愛はしました。
しかもたくさん振られました。片思いも多かっ
たです。間抜けな学生だったと思います。
　Ｓ６２年、大学４年になり、いよいよ就職戦線。
私の気持ちは、世界に羽ばたく企業に就職した
いというものでしたが、一方で、自分の能力に
自信のない気持ちもあり、「海外で生活するのは
無理かな」という不安もありました（秦さん、
すごいですね）。優柔不断な私は業種も決まらず
時間だけが過ぎていきました。友人達はいろい
ろな企業に内定、就職が決まっていきました。
例えば、富士通、ヤナセ、埼玉銀行、トヨタ、
警視庁、等。気づくと私だけ就職が決まってお
りませんでした。見るに見かねた母親が「地元
の信用金庫に知り合いの人が居るから受けてみ
たら」と言うのでとりあえず行ってみようかな
という気持ちで面接に出かけました。もちろん
母の知り合いだからと言って特別待遇ではなく
一次面接からのスタートです。そのため、ある
程度、地元の信用金庫の仕事、規模、意義等を
事前に学んで行きました。信用金庫と言っても
金融機関。預金や貸出金等、銀行の業務とほと
んど変わりません。しかしながら自分の中で、
他の金融機関との一番の違いを考えた時、やっ
ぱり地元に根ざしている、地元に密着してい
る、地元に貢献しなければいけないんだという
イメージが強く残りました。一次面接の時に面
接担当者の方が同じような話をしてくれまし
た。目からウロコが落ちました。私は二次面接
を受ける前に覚悟を決め、飯能信用金庫に入行
することを決めました。受けようと思って資料
を貰っておいた他の会社を全てやめて、飯能信
用金庫一本に絞り、必死になって信用金庫のこ
とを調べ、面接に取り組みました。
　お蔭様でＳ６３年４月、飯能信用金庫に入行
することができました。最初の配属店舗は現在

と同じ飯能中央支店。当時は本店営業と呼ばれ
ておりました。この頃、私は一丁目の青年会に
加入させて頂きました。
 飯能信用金庫職員としての最初の１年間は店
の中での見習いです。２年目に入り、初めて営
業担当地区をもたせて頂きました。地区は東吾
野、吾野、西吾野。地名で申しますと白子、平
戸、虎秀、井上、坂石、坂石町分、南川、北
川、長沢、坂元と、正丸までの事業所と個人宅
を合わせて４００軒、毎月訪問してお金を預かっ
て印鑑を押して帰って参りました。そして４年
半後、所沢支店に転勤となったわけです。
 金融機関の人間、サラリーマンにとって転勤
は宿命であり、必ずついて回ります。私は３５年
間で１３回の転勤を繰り返し、昨年ようやく振り
出しである飯能中央支店に帰ってくることがで
きました。しかも支店長という職責とやりがい
のある地位で戻れたこと、非常に嬉しく感じて
おります。
　このように振り返ってお話をさせて頂きます
と、良いこと、改めねばいけないこと、３つの点
に気づきました。１つ目は、勘違いでも何でも
やればできる、努力は報われると思うことの重
要性です。これは水泳で学びました。素質のな
い私でも１日に１万ｍも泳げば県の大会で決勝
にまで出られました。しかしながら高校では途
中で「これが限界かな」と感じ、努力を怠りまし
た。これはいけません。今後はものごとについて
限界と感じてもさらに一歩頑張ろうと考えます。
２つ目は、親の意見と冷や酒です。就職の時、
母親が飯能信用金庫を勧めてくれたことがまさ
にそうです。母は学のない人でしたが長年の経
験で息子の幸せと適性を見抜いていたのだと思
います。親と年長者の話すことはよく聞くべき
であると思いました。冷や酒については皆様、
同じ経験をされていると思いますので、あえて
ご説明することはないと思います。３つ目は、
人との出会い。小学校１年の担任の先生、中学
時代の番長の青木君、怪我を治して頂いた先生
方、厳しい部活顧問の内田先生、安酒を酌み交
わしていろんなことを話した大学の友人、飯能
信用金庫を受験した時の面接官の方々、そして
何より、本日お集まり頂いている皆様方。どの一
つも現在の私にとってなくてはならない出会い
です。一つ一つの出会いに感謝申し上げます。
　最後に、歴史ある飯能ＲＣに参加できますこ
とに感謝を申し上げると同時に、より一層、社
会奉仕活動に頑張りたいと思いますので、皆様
にたくさんのご指導ご鞭撻をお願いさせて頂き
まして、これにて、原島伊佐夫のイニシエーショ
ン・スピーチを終了させて頂きます。本日は有
難うございました。

イニシエーション・スピーチ

秦 　 誠 会員飯能ＲＣ

原島伊佐夫会員飯能ＲＣ

はた  まこと

はらしま　いさお



・点　鐘　馬場会長
・ソング　君が代　奉仕の理想
・四つのテスト唱和　安藤職業奉仕委員
・卓　話（イニシエーション・スピーチ）
　　　　　秦 誠会員　 原島伊佐夫会員

【会長報告】
　毎日暑い日が続き
ます。外作業等十分
お気をつけてなさっ
て下さい。
　７／２９の隅田川花
火大会は１００万人
の人出。飯能夏祭り
７／１５・１６もすごい
人でした。コロナが
怖くてマスクは外さ
ずに居ました。
　一昨日、間邉会員
のお宅にお見舞いに行きました。６月６日から
一年が経ち、リハビリを経てだいぶ喋れるよう
になり、午前中は俳句やカラオケをされている
とのこと。皆様によろしく。１２月には復帰し
たいとのお話でした。
　今月末はガバナー補佐訪問、公式訪問です。

「入会３年未満の会員」との懇談会には２３日に
入会される方も含めて必ず参加して頂きたい。
また、公式訪問では「クラブの活性化」をテー
マにグループディスカッションを行うという髙
丹ガバナーのご意向でしたが、日高と合同開催
のため、それは困難だということを清水会長が
補佐に伝え、従来通り、五大奉仕の発表となり
ました。発表には活性化のテーマを入れて欲し
いとのことです。五大奉仕の委員長の皆様、よ

ろしくお願い致します。
　秦さん、原島さん、今日は是非ご自分をＰＲ
して、メンバーとの信頼関係を深くして頂き、
ロータリーライフに新しいネットワークを作っ
て頂きたいと思います。

【幹事報告】　　大﨑副幹事（代役）
　第３回理事会：前回議事録、承
認。１０月のプログラム、承認。
夜間例会、承認。公式訪問は制服
ネクタイ着用。３年未満の方は懇
談会への参加をお願いします。

【委員会報告】
◎前年度幹事　　　　　　　　　　　　市川君
「年次報告書」本日中に印刷に回しますので、
帰り際に事務局にご提出下さい。
◎親睦活動委員会　　　　　　　　　　坂本君
　１０／１８夜間例会は点鐘１７時３０分に変更。
健康と笑いの公演を落語家・柳家三之助師匠に
お願いしています。

【出席報告】ＭＵ・無届欠席０　山川出席向上委員

【結婚・誕生日祝】　　　　 坂本親睦活動委員
◇入会記念日おめでとう
　大木君、増島君、田辺君、和泉君、小川君
　土屋君、吉田（行）君、吉澤君、中里（忠）君
　大崎君、加藤君
◇結婚記念日おめでとう
　小谷野君

◇会員誕生日おめでとう
　吉澤君、天ヶ瀬君、髙橋君
◇夫人誕生日おめでとう
　永安寺夫人、市川（昭）夫人、中里（忠）夫人
　大野（康）夫人、山川夫人、小谷野夫人

【ＳＡＡ報告】
◎ニコニコＢＯＸ
・入会記念日お祝い有難うございました。
　　　　　大木君、土屋君、小川君、吉田（行）君
　　　　　　　　　加藤君、中里（忠）君、吉澤君
・妻の誕生日お祝い有難うございます。
　　　 山川君、中里（忠）君、大野（康）君、市川君
　　　　　　　　　　　　　　　　　永安寺君
・誕生日祝い有難うございます。髙橋君、吉澤君
・会社の人事の件でお知らせを送らせて頂き、
　沢山のロータリーの方々から温かいお祝いの
　言葉などを頂きました。皆様方の益々のご指
　導お願い致します。本当にいつも有難うござ
　います。　　　　　　　　　　　　鈴木（勝）君
・仕事が長くなり前回欠席となってしまいすみ
　ません。　　　　　　　　　　　　　本間君
・原島さん、秦さん、イニシエーション・スピー
　チ有難うございます。今日はよろしくお願い
　します。　　　　　　　　　髙橋君、沢辺君
・大学院１年砲丸娘、日本グランプリ田島記念
　大会１５ｍ７４、シーズンベストで優勝です！
　　　　　　　　　　　　　　　　　大野（康）君
本日計４６，５００円、累計額１０８，５００円。
◎２３日例会当番は新井、天ヶ瀬会員です。

【卓　　話】
講師紹介　　　　　　　大﨑プログラム委員長
　今年度は新入会員の方全員にイニシエーショ
ン・スピーチをお願いする方針で、本日はその
第１弾です。よろしくお願い致します。

■秦  誠 会員
　昨年３月に、公私共にお世話になった髙橋さ
んのご紹介でお仲間にならせて頂きました。
　Ｓ５５年生まれ、４３歳。出身は北京です。家
族は、結婚２０年の妻と息子２人です。何も不
自由のない幼少期には、大好きな数学と将棋を

して過ごせました。
　１０歳の時に、慕う父
親が心筋梗塞で突然死。
数年後に母が再婚しまし
た。裕福な暮らしから転
落し、家族団欒から一人
ぼっちになった少年時代
でした。いつか元の生活
になりたいというのが自
分の原動力ではないかと
思っております。

　飯能に移住したのはＨ２７年と記憶していま
す。翌年、不動産賃貸業を営む会社を創業し、
今年８期目となりました。
　Ｈ１４年に大学を卒業して創業するまでの
間、長くメーカー系のＩＴ企業に勤めていまし
た。私は、Ｈ２１年に日本国籍を取得した後、
当時勤める会社から上海でのＩＴコンサル部門
の新規立ち上げを命じられ、Ｈ２２年から上海
での海外赴任となりました。現地採用を通じて
人材を集め、工場のＩＴ基盤の構築をコンサル
タントから導入までサポートする態勢を一から
作り上げました。当時、サービス対象のお客様は
日本から中国へ工場を移転する計画をする日本
企業と、すでに稼働中の中国工場を東南アジア
諸国に移転する日本企業の２種類で、数的には
約半々でした。そこから約５年間、日本や中国
各地、ベトナムやタイをはじめとする東南アジ
ア諸国を飛び回り、たくさんの工場を訪問して
工場長や経営者の方にお世話になりました。
　Ｈ２７年頃、日本への帰国を機に区切りを付
けて退職し、自分で事業を始めました。以来、
利用しにくい建物を利用しやすいように再生
し、事業者様に使って頂くことを実践してきま
した。内装業者や設備業者等、不動産再生にお
いて信頼のできる仲間も徐々に周りに集まって
きました。Ｈ２８年に取得した１棟目から、平
均１年半で１棟のペースで、ゆっくりと保有物
件を拡大してきました。現時点では全物件が満
室です。各種テナント物件の提供を通じて、地
域に寄り添い、貢献できる企業であり続けたい
なと思っております。「勝つよりは、負けない」
と考えて、いつも自身の状況が分かるように月
次決算だけは創業当時から実施してきました。
貸ビル、貸ホテル、貸家等、利用形態は多岐に
わたりますが、いずれも適切にメンテナンスを
しながら長期保有に徹し、キャピタル・ゲイン
は考えておりません。
　プライベートでは普段、宗教史、家紋や風水
等、雑学の研究を楽しんでいます。事業を起こ
す前後には風水にハマり、関東で事業を起こす
には「飯能は風水的に良いスポットの一つ」と
結論付けたのが飯能に移住した理由の一つでも
ありました。
　これからも皆様のご縁を大切にして、この地
域に少しでも貢献できるように頑張りたいと思
います。今後共よろしくお願い致します。
　
■原島伊佐夫会員
　飯能信用金庫の原島でございます。歴史のあ
る飯能ＲＣでイニシエーション・スピーチをさ
せて頂きますこと、誠に光栄に存じます。どう
ぞよろしくお願い致します。
「天に軌道のある如く、人それぞれに皆さん運
命というものをもっております。人生というの

は当たるも八卦当たらぬ
も八卦。人生どうなるか
分からない。これが人生
の醍醐味でございます。
特に本日お集まりの皆様
方、男性の方、顔を見ま
すと女難の相が出ており
ます。ご婦人のお集まり
になるところに行く時に
は是非ともお気をつけ頂
きたいと思います」。

　これは皆さんご存じ、映画『男はつらいよ』
で渥美清さん演じる「寅さん」が映画の中で話
したことです。私の人生もこれをもじって話し
ますけれども、お聞き頂きたいと思います。
　わたくし、生まれも育ちも飯能。東神森（と
うかんもり）で産湯を使い、姓は原島、名は伊
佐夫、人呼んで“はんしんのハラさん”と申し
ます…と、こういきたいところなんですけれど
ちょっとだけ違うんです。
　私はＳ４０年に生まれました。東京オリンピッ
クの翌年です。戦後も２５年経ち、そろそろ景
気復興という時代で、いざなぎ景気の最初の年
に当たるわけです。当時のことを皆さん思い出
して頂きますと、加山雄三さんの「君といつま
でも」、北島三郎さんの「兄弟仁義」が大ヒット
した年。首相は佐藤栄作さん。“巨人・大鵬・
卵焼き”で有名な大鵬関が１年に３回優勝した
年でした。そのような時代背景の中、私は市内
柳町で育ちました。場所は東飯能駅から中央通
りを飯能信用金庫・飯能中央支店の方に向かっ
て歩いて約７分の左側。昔「東飯（とうはん）
衣料」というお店をやっておりました。自宅の
前は深田屋さんという金物屋さんの資材部。道
を渡って反対側がオケダさんという毛糸屋さ
ん。その隣は高野おもちゃ屋さん。その隣が確
か傘屋さんだったように記憶しています。私の
家の左は松林堂というお菓子屋さんで、その隣
は武蔵野銀行。そしてその隣は町田屋さんとい
うお魚屋さん。広小路の町田屋さんのご親戚だ
そうです。その隣が町田電気屋さん。その隣が
フカザワ帽子屋さん。その隣が現在の東和銀
行。昔は大成相互銀行と言っていました。私の
家の右は大野材木。村野さんという方が材木を
やっていました。ご記憶のある方も多いのでは
ないでしょうか。私はそのようなところで育ち
まして、幼稚園は飯能幼稚園に通いました。担
任の服部先生は今のご住職のお母様に当たるの
でしょうか。
　Ｓ４６年、飯能第一小学校に入学。同時に飯
能研修学院、大浦先生のところにも通い始めま
した。しかし、その年の５月、自分の不注意で
交通事故に遭ってしまったのです。場所は自宅
前、高野おもちゃ屋さんの前で車に轢かれまし
た。大腿骨骨折、内臓打撲。当時、献身的な地
元の先生、木川先生に足を繋いで頂きまして、
内臓については双柳に長又という先生がいらっ
しゃいまして、長又医院の先生に助けてもらっ
て一命を取り留めました。本当に献身的な看病
を頂き本当に感謝しております。今こうやって
話せるのも先生方のお蔭でございます。有難う
ございます。あとで聞いた話なのですが、事故
を目撃した人は、あの少年は（小学校１年生で
すから）助からないのではと思ったそうです。
治療のために入院を余儀なくされ、その年はほ

ぼ学校に行きませんでした。本来なら出席日数
不足で小学校１年生で留年ということでござい
ますけれども、当時の担任の先生が、授業が終
わってから自宅に来て勉強を教えて下さいまし
た。そういった良い時代だったと思うのです
ね。お蔭様で２年生に進級することが出来まし
た。本当に感謝しております。
　小学校４年生になると富士見小学校が市役所
の後ろにできました。飯能一中のグランドは非
常に大きくて、その中に市役所ができ、富士見
小ができたわけですが、そちらの小学校に通い
始めました。
　そして、飯能一中に進学。今の体形からお分
かりなると思いますが、スポーツはダメです。
球技ダメ、走るのダメ。しかしながら、ある友
人との出会いが私にスポーツへの道を開いてく
れました。
　当時、テレビでは武田鉄矢さん演じる「金八
先生」が話題で、中学校では不良の生徒が暴れ
て社会問題になっていました。ある中学校には
機動隊が入ったという話もありました。私の学
年にも番長と呼ばれる青木君というのが居りま
して、私の存在は青木君から考えて５番目位な
ので「子分Ｎｏ．５」というところでした。その
青木君から「水泳部に入ろう」と言われたわけ
です。もちろん番長からのお誘いですから有無
を言わず水泳部に入部しました。今の時代なら
間違いなくパワハラ、いじめになるのでしょう
けれども当時はそんなこと関係ないですね。先
生も生徒を殴っていましたから。
　水泳部の活動は非常に厳しく、顧問の内田先
生は聞きしに勝る厳しい方でした。放課後、毎
日泳ぎました。来る日も来る日も、夏休みも、
２５ｍプールを行ったり来たり、泳ぎました。
もちろん何度もやめたいと思いました。ただ、
先生は左利きで、左ビンタをするんですね。先
生の左ビンタと番長の誘いを断るのが怖くて、
結局３年間水泳を続けることになりました。
　１年目は結果が出なかったのですが、２年に
なった時に転機が訪れました。しかもそれは単
なる偶然でした。埼玉県西部地区大会で、先輩
が出場するはずだった２００ｍバタフライに私
が出ることになったのです。今のお子さんのよ
うには体のできていない時代ですからバタフラ
イで泳ぐこと自体厳しかった。２００ｍ泳ぐと
プールから上がって歩けなくなる位カロリーを
消費する種目でしたから、先輩が居ないからと
言って進んで泳ぐ気にはなれなかったのです
が、怖い先生の命令ですからあえて出場しまし
た。結果、ほんのタッチ差で「２番」という成
績をおさめることができました。単純な私はそ
の時に「努力は報われる」「やればできるんだ」
と勘違いを致しました。そしてさらに練習を続
けたわけでございます。いよいよ本選。単純な
人間の勘違いほど強いもの、怖いものはござい
ません。気づけば埼玉県大会で決勝にまで残り

「第６位」で入賞することができました。そのこ
とで私は、実は水泳を頼りに高校に進学するこ
とになりました。
　高校は水泳部のある入間市の狭山ヶ丘高等学
校です。最近では昨年も東大へ２名合格したり
して進学校として有名になっておりますが、私
の通う時代はそんなことはありませんでした。
勉強よりもスポーツ、スポーツよりも武闘派。
ケンカも日常茶飯事でした。黒の学ランが一般

的でしたが、学ランに細工ができないように、私
が入学する時には紺色の制服に変わりました。
それを考えても非常に怖い学校だったように思
います。水泳部以外の運動部の先輩でも挨拶で

「押忍」を言わないと、すれ違う時にパンチや
蹴りが飛んできました。今の時代では考えられ
ませんが、まさに映画『嗚呼！！花の応援団』
のような状況。高校生なのにタテ社会の厳しい
中で３年間過ごしました。その水泳部も３年間
やり遂げました。結果は一番良い時で２００ｍ
バタフライで埼玉県下２位までいったのです
が、その時に「これが限界かな」と思ってしまっ
たのですね。そう思った時から練習を時折サボ
るようになりました。県で１番は同じ学校の後
輩で、リレーでも、予選には私が出るのです
が、決勝に残るとその後輩が出るので、非常に
気持ちが複雑だったのを覚えております。
　高校３年になり、進路を決めないといけない
時期になりました。元々怠惰な私は「まだ働き
たくない」というふざけた理由で進学を希望。
部活を引退したのは夏の終わりの９月で、全く
勉強はしておりませんでした。受験するも悉く
失敗。たくさん受けたので、受験料だけで親に
３０万円を出してもらいました。最後、もう浪
人かという時に、八王子の杏林大学経済学部に
拾ってもらって入学しました。学生時代はアル
バイトを行い、安酒を買って仲間と飲んでいま
した。トリスというウイスキーが安くて、よく
割って飲んでいたのですが、悪酔いしてよく吐
いていたのを覚えています。恋愛はしました。
しかもたくさん振られました。片思いも多かっ
たです。間抜けな学生だったと思います。
　Ｓ６２年、大学４年になり、いよいよ就職戦線。
私の気持ちは、世界に羽ばたく企業に就職した
いというものでしたが、一方で、自分の能力に
自信のない気持ちもあり、「海外で生活するのは
無理かな」という不安もありました（秦さん、
すごいですね）。優柔不断な私は業種も決まらず
時間だけが過ぎていきました。友人達はいろい
ろな企業に内定、就職が決まっていきました。
例えば、富士通、ヤナセ、埼玉銀行、トヨタ、
警視庁、等。気づくと私だけ就職が決まってお
りませんでした。見るに見かねた母親が「地元
の信用金庫に知り合いの人が居るから受けてみ
たら」と言うのでとりあえず行ってみようかな
という気持ちで面接に出かけました。もちろん
母の知り合いだからと言って特別待遇ではなく
一次面接からのスタートです。そのため、ある
程度、地元の信用金庫の仕事、規模、意義等を
事前に学んで行きました。信用金庫と言っても
金融機関。預金や貸出金等、銀行の業務とほと
んど変わりません。しかしながら自分の中で、
他の金融機関との一番の違いを考えた時、やっ
ぱり地元に根ざしている、地元に密着してい
る、地元に貢献しなければいけないんだという
イメージが強く残りました。一次面接の時に面
接担当者の方が同じような話をしてくれまし
た。目からウロコが落ちました。私は二次面接
を受ける前に覚悟を決め、飯能信用金庫に入行
することを決めました。受けようと思って資料
を貰っておいた他の会社を全てやめて、飯能信
用金庫一本に絞り、必死になって信用金庫のこ
とを調べ、面接に取り組みました。
　お蔭様でＳ６３年４月、飯能信用金庫に入行
することができました。最初の配属店舗は現在

と同じ飯能中央支店。当時は本店営業と呼ばれ
ておりました。この頃、私は一丁目の青年会に
加入させて頂きました。
 飯能信用金庫職員としての最初の１年間は店
の中での見習いです。２年目に入り、初めて営
業担当地区をもたせて頂きました。地区は東吾
野、吾野、西吾野。地名で申しますと白子、平
戸、虎秀、井上、坂石、坂石町分、南川、北
川、長沢、坂元と、正丸までの事業所と個人宅
を合わせて４００軒、毎月訪問してお金を預かっ
て印鑑を押して帰って参りました。そして４年
半後、所沢支店に転勤となったわけです。
 金融機関の人間、サラリーマンにとって転勤
は宿命であり、必ずついて回ります。私は３５年
間で１３回の転勤を繰り返し、昨年ようやく振り
出しである飯能中央支店に帰ってくることがで
きました。しかも支店長という職責とやりがい
のある地位で戻れたこと、非常に嬉しく感じて
おります。
　このように振り返ってお話をさせて頂きます
と、良いこと、改めねばいけないこと、３つの点
に気づきました。１つ目は、勘違いでも何でも
やればできる、努力は報われると思うことの重
要性です。これは水泳で学びました。素質のな
い私でも１日に１万ｍも泳げば県の大会で決勝
にまで出られました。しかしながら高校では途
中で「これが限界かな」と感じ、努力を怠りまし
た。これはいけません。今後はものごとについて
限界と感じてもさらに一歩頑張ろうと考えます。
２つ目は、親の意見と冷や酒です。就職の時、
母親が飯能信用金庫を勧めてくれたことがまさ
にそうです。母は学のない人でしたが長年の経
験で息子の幸せと適性を見抜いていたのだと思
います。親と年長者の話すことはよく聞くべき
であると思いました。冷や酒については皆様、
同じ経験をされていると思いますので、あえて
ご説明することはないと思います。３つ目は、
人との出会い。小学校１年の担任の先生、中学
時代の番長の青木君、怪我を治して頂いた先生
方、厳しい部活顧問の内田先生、安酒を酌み交
わしていろんなことを話した大学の友人、飯能
信用金庫を受験した時の面接官の方々、そして
何より、本日お集まり頂いている皆様方。どの一
つも現在の私にとってなくてはならない出会い
です。一つ一つの出会いに感謝申し上げます。
　最後に、歴史ある飯能ＲＣに参加できますこ
とに感謝を申し上げると同時に、より一層、社
会奉仕活動に頑張りたいと思いますので、皆様
にたくさんのご指導ご鞭撻をお願いさせて頂き
まして、これにて、原島伊佐夫のイニシエーショ
ン・スピーチを終了させて頂きます。本日は有
難うございました。



・点　鐘　馬場会長
・ソング　君が代　奉仕の理想
・四つのテスト唱和　安藤職業奉仕委員
・卓　話（イニシエーション・スピーチ）
　　　　　秦 誠会員　 原島伊佐夫会員

【会長報告】
　毎日暑い日が続き
ます。外作業等十分
お気をつけてなさっ
て下さい。
　７／２９の隅田川花
火大会は１００万人
の人出。飯能夏祭り
７／１５・１６もすごい
人でした。コロナが
怖くてマスクは外さ
ずに居ました。
　一昨日、間邉会員
のお宅にお見舞いに行きました。６月６日から
一年が経ち、リハビリを経てだいぶ喋れるよう
になり、午前中は俳句やカラオケをされている
とのこと。皆様によろしく。１２月には復帰し
たいとのお話でした。
　今月末はガバナー補佐訪問、公式訪問です。

「入会３年未満の会員」との懇談会には２３日に
入会される方も含めて必ず参加して頂きたい。
また、公式訪問では「クラブの活性化」をテー
マにグループディスカッションを行うという髙
丹ガバナーのご意向でしたが、日高と合同開催
のため、それは困難だということを清水会長が
補佐に伝え、従来通り、五大奉仕の発表となり
ました。発表には活性化のテーマを入れて欲し
いとのことです。五大奉仕の委員長の皆様、よ

ろしくお願い致します。
　秦さん、原島さん、今日は是非ご自分をＰＲ
して、メンバーとの信頼関係を深くして頂き、
ロータリーライフに新しいネットワークを作っ
て頂きたいと思います。

【幹事報告】　　大﨑副幹事（代役）
　第３回理事会：前回議事録、承
認。１０月のプログラム、承認。
夜間例会、承認。公式訪問は制服
ネクタイ着用。３年未満の方は懇
談会への参加をお願いします。

【委員会報告】
◎前年度幹事　　　　　　　　　　　　市川君
「年次報告書」本日中に印刷に回しますので、
帰り際に事務局にご提出下さい。
◎親睦活動委員会　　　　　　　　　　坂本君
　１０／１８夜間例会は点鐘１７時３０分に変更。
健康と笑いの公演を落語家・柳家三之助師匠に
お願いしています。

【出席報告】ＭＵ・無届欠席０　山川出席向上委員

【結婚・誕生日祝】　　　　 坂本親睦活動委員
◇入会記念日おめでとう
　大木君、増島君、田辺君、和泉君、小川君
　土屋君、吉田（行）君、吉澤君、中里（忠）君
　大崎君、加藤君
◇結婚記念日おめでとう
　小谷野君

◇会員誕生日おめでとう
　吉澤君、天ヶ瀬君、髙橋君
◇夫人誕生日おめでとう
　永安寺夫人、市川（昭）夫人、中里（忠）夫人
　大野（康）夫人、山川夫人、小谷野夫人

【ＳＡＡ報告】
◎ニコニコＢＯＸ
・入会記念日お祝い有難うございました。
　　　　　大木君、土屋君、小川君、吉田（行）君
　　　　　　　　　加藤君、中里（忠）君、吉澤君
・妻の誕生日お祝い有難うございます。
　　　 山川君、中里（忠）君、大野（康）君、市川君
　　　　　　　　　　　　　　　　　永安寺君
・誕生日祝い有難うございます。髙橋君、吉澤君
・会社の人事の件でお知らせを送らせて頂き、
　沢山のロータリーの方々から温かいお祝いの
　言葉などを頂きました。皆様方の益々のご指
　導お願い致します。本当にいつも有難うござ
　います。　　　　　　　　　　　　鈴木（勝）君
・仕事が長くなり前回欠席となってしまいすみ
　ません。　　　　　　　　　　　　　本間君
・原島さん、秦さん、イニシエーション・スピー
　チ有難うございます。今日はよろしくお願い
　します。　　　　　　　　　髙橋君、沢辺君
・大学院１年砲丸娘、日本グランプリ田島記念
　大会１５ｍ７４、シーズンベストで優勝です！
　　　　　　　　　　　　　　　　　大野（康）君
本日計４６，５００円、累計額１０８，５００円。
◎２３日例会当番は新井、天ヶ瀬会員です。

【卓　　話】
講師紹介　　　　　　　大﨑プログラム委員長
　今年度は新入会員の方全員にイニシエーショ
ン・スピーチをお願いする方針で、本日はその
第１弾です。よろしくお願い致します。

■秦  誠 会員
　昨年３月に、公私共にお世話になった髙橋さ
んのご紹介でお仲間にならせて頂きました。
　Ｓ５５年生まれ、４３歳。出身は北京です。家
族は、結婚２０年の妻と息子２人です。何も不
自由のない幼少期には、大好きな数学と将棋を

して過ごせました。
　１０歳の時に、慕う父
親が心筋梗塞で突然死。
数年後に母が再婚しまし
た。裕福な暮らしから転
落し、家族団欒から一人
ぼっちになった少年時代
でした。いつか元の生活
になりたいというのが自
分の原動力ではないかと
思っております。

　飯能に移住したのはＨ２７年と記憶していま
す。翌年、不動産賃貸業を営む会社を創業し、
今年８期目となりました。
　Ｈ１４年に大学を卒業して創業するまでの
間、長くメーカー系のＩＴ企業に勤めていまし
た。私は、Ｈ２１年に日本国籍を取得した後、
当時勤める会社から上海でのＩＴコンサル部門
の新規立ち上げを命じられ、Ｈ２２年から上海
での海外赴任となりました。現地採用を通じて
人材を集め、工場のＩＴ基盤の構築をコンサル
タントから導入までサポートする態勢を一から
作り上げました。当時、サービス対象のお客様は
日本から中国へ工場を移転する計画をする日本
企業と、すでに稼働中の中国工場を東南アジア
諸国に移転する日本企業の２種類で、数的には
約半々でした。そこから約５年間、日本や中国
各地、ベトナムやタイをはじめとする東南アジ
ア諸国を飛び回り、たくさんの工場を訪問して
工場長や経営者の方にお世話になりました。
　Ｈ２７年頃、日本への帰国を機に区切りを付
けて退職し、自分で事業を始めました。以来、
利用しにくい建物を利用しやすいように再生
し、事業者様に使って頂くことを実践してきま
した。内装業者や設備業者等、不動産再生にお
いて信頼のできる仲間も徐々に周りに集まって
きました。Ｈ２８年に取得した１棟目から、平
均１年半で１棟のペースで、ゆっくりと保有物
件を拡大してきました。現時点では全物件が満
室です。各種テナント物件の提供を通じて、地
域に寄り添い、貢献できる企業であり続けたい
なと思っております。「勝つよりは、負けない」
と考えて、いつも自身の状況が分かるように月
次決算だけは創業当時から実施してきました。
貸ビル、貸ホテル、貸家等、利用形態は多岐に
わたりますが、いずれも適切にメンテナンスを
しながら長期保有に徹し、キャピタル・ゲイン
は考えておりません。
　プライベートでは普段、宗教史、家紋や風水
等、雑学の研究を楽しんでいます。事業を起こ
す前後には風水にハマり、関東で事業を起こす
には「飯能は風水的に良いスポットの一つ」と
結論付けたのが飯能に移住した理由の一つでも
ありました。
　これからも皆様のご縁を大切にして、この地
域に少しでも貢献できるように頑張りたいと思
います。今後共よろしくお願い致します。
　
■原島伊佐夫会員
　飯能信用金庫の原島でございます。歴史のあ
る飯能ＲＣでイニシエーション・スピーチをさ
せて頂きますこと、誠に光栄に存じます。どう
ぞよろしくお願い致します。
「天に軌道のある如く、人それぞれに皆さん運
命というものをもっております。人生というの

は当たるも八卦当たらぬ
も八卦。人生どうなるか
分からない。これが人生
の醍醐味でございます。
特に本日お集まりの皆様
方、男性の方、顔を見ま
すと女難の相が出ており
ます。ご婦人のお集まり
になるところに行く時に
は是非ともお気をつけ頂
きたいと思います」。

　これは皆さんご存じ、映画『男はつらいよ』
で渥美清さん演じる「寅さん」が映画の中で話
したことです。私の人生もこれをもじって話し
ますけれども、お聞き頂きたいと思います。
　わたくし、生まれも育ちも飯能。東神森（と
うかんもり）で産湯を使い、姓は原島、名は伊
佐夫、人呼んで“はんしんのハラさん”と申し
ます…と、こういきたいところなんですけれど
ちょっとだけ違うんです。
　私はＳ４０年に生まれました。東京オリンピッ
クの翌年です。戦後も２５年経ち、そろそろ景
気復興という時代で、いざなぎ景気の最初の年
に当たるわけです。当時のことを皆さん思い出
して頂きますと、加山雄三さんの「君といつま
でも」、北島三郎さんの「兄弟仁義」が大ヒット
した年。首相は佐藤栄作さん。“巨人・大鵬・
卵焼き”で有名な大鵬関が１年に３回優勝した
年でした。そのような時代背景の中、私は市内
柳町で育ちました。場所は東飯能駅から中央通
りを飯能信用金庫・飯能中央支店の方に向かっ
て歩いて約７分の左側。昔「東飯（とうはん）
衣料」というお店をやっておりました。自宅の
前は深田屋さんという金物屋さんの資材部。道
を渡って反対側がオケダさんという毛糸屋さ
ん。その隣は高野おもちゃ屋さん。その隣が確
か傘屋さんだったように記憶しています。私の
家の左は松林堂というお菓子屋さんで、その隣
は武蔵野銀行。そしてその隣は町田屋さんとい
うお魚屋さん。広小路の町田屋さんのご親戚だ
そうです。その隣が町田電気屋さん。その隣が
フカザワ帽子屋さん。その隣が現在の東和銀
行。昔は大成相互銀行と言っていました。私の
家の右は大野材木。村野さんという方が材木を
やっていました。ご記憶のある方も多いのでは
ないでしょうか。私はそのようなところで育ち
まして、幼稚園は飯能幼稚園に通いました。担
任の服部先生は今のご住職のお母様に当たるの
でしょうか。
　Ｓ４６年、飯能第一小学校に入学。同時に飯
能研修学院、大浦先生のところにも通い始めま
した。しかし、その年の５月、自分の不注意で
交通事故に遭ってしまったのです。場所は自宅
前、高野おもちゃ屋さんの前で車に轢かれまし
た。大腿骨骨折、内臓打撲。当時、献身的な地
元の先生、木川先生に足を繋いで頂きまして、
内臓については双柳に長又という先生がいらっ
しゃいまして、長又医院の先生に助けてもらっ
て一命を取り留めました。本当に献身的な看病
を頂き本当に感謝しております。今こうやって
話せるのも先生方のお蔭でございます。有難う
ございます。あとで聞いた話なのですが、事故
を目撃した人は、あの少年は（小学校１年生で
すから）助からないのではと思ったそうです。
治療のために入院を余儀なくされ、その年はほ

ぼ学校に行きませんでした。本来なら出席日数
不足で小学校１年生で留年ということでござい
ますけれども、当時の担任の先生が、授業が終
わってから自宅に来て勉強を教えて下さいまし
た。そういった良い時代だったと思うのです
ね。お蔭様で２年生に進級することが出来まし
た。本当に感謝しております。
　小学校４年生になると富士見小学校が市役所
の後ろにできました。飯能一中のグランドは非
常に大きくて、その中に市役所ができ、富士見
小ができたわけですが、そちらの小学校に通い
始めました。
　そして、飯能一中に進学。今の体形からお分
かりなると思いますが、スポーツはダメです。
球技ダメ、走るのダメ。しかしながら、ある友
人との出会いが私にスポーツへの道を開いてく
れました。
　当時、テレビでは武田鉄矢さん演じる「金八
先生」が話題で、中学校では不良の生徒が暴れ
て社会問題になっていました。ある中学校には
機動隊が入ったという話もありました。私の学
年にも番長と呼ばれる青木君というのが居りま
して、私の存在は青木君から考えて５番目位な
ので「子分Ｎｏ．５」というところでした。その
青木君から「水泳部に入ろう」と言われたわけ
です。もちろん番長からのお誘いですから有無
を言わず水泳部に入部しました。今の時代なら
間違いなくパワハラ、いじめになるのでしょう
けれども当時はそんなこと関係ないですね。先
生も生徒を殴っていましたから。
　水泳部の活動は非常に厳しく、顧問の内田先
生は聞きしに勝る厳しい方でした。放課後、毎
日泳ぎました。来る日も来る日も、夏休みも、
２５ｍプールを行ったり来たり、泳ぎました。
もちろん何度もやめたいと思いました。ただ、
先生は左利きで、左ビンタをするんですね。先
生の左ビンタと番長の誘いを断るのが怖くて、
結局３年間水泳を続けることになりました。
　１年目は結果が出なかったのですが、２年に
なった時に転機が訪れました。しかもそれは単
なる偶然でした。埼玉県西部地区大会で、先輩
が出場するはずだった２００ｍバタフライに私
が出ることになったのです。今のお子さんのよ
うには体のできていない時代ですからバタフラ
イで泳ぐこと自体厳しかった。２００ｍ泳ぐと
プールから上がって歩けなくなる位カロリーを
消費する種目でしたから、先輩が居ないからと
言って進んで泳ぐ気にはなれなかったのです
が、怖い先生の命令ですからあえて出場しまし
た。結果、ほんのタッチ差で「２番」という成
績をおさめることができました。単純な私はそ
の時に「努力は報われる」「やればできるんだ」
と勘違いを致しました。そしてさらに練習を続
けたわけでございます。いよいよ本選。単純な
人間の勘違いほど強いもの、怖いものはござい
ません。気づけば埼玉県大会で決勝にまで残り

「第６位」で入賞することができました。そのこ
とで私は、実は水泳を頼りに高校に進学するこ
とになりました。
　高校は水泳部のある入間市の狭山ヶ丘高等学
校です。最近では昨年も東大へ２名合格したり
して進学校として有名になっておりますが、私
の通う時代はそんなことはありませんでした。
勉強よりもスポーツ、スポーツよりも武闘派。
ケンカも日常茶飯事でした。黒の学ランが一般

的でしたが、学ランに細工ができないように、私
が入学する時には紺色の制服に変わりました。
それを考えても非常に怖い学校だったように思
います。水泳部以外の運動部の先輩でも挨拶で

「押忍」を言わないと、すれ違う時にパンチや
蹴りが飛んできました。今の時代では考えられ
ませんが、まさに映画『嗚呼！！花の応援団』
のような状況。高校生なのにタテ社会の厳しい
中で３年間過ごしました。その水泳部も３年間
やり遂げました。結果は一番良い時で２００ｍ
バタフライで埼玉県下２位までいったのです
が、その時に「これが限界かな」と思ってしまっ
たのですね。そう思った時から練習を時折サボ
るようになりました。県で１番は同じ学校の後
輩で、リレーでも、予選には私が出るのです
が、決勝に残るとその後輩が出るので、非常に
気持ちが複雑だったのを覚えております。
　高校３年になり、進路を決めないといけない
時期になりました。元々怠惰な私は「まだ働き
たくない」というふざけた理由で進学を希望。
部活を引退したのは夏の終わりの９月で、全く
勉強はしておりませんでした。受験するも悉く
失敗。たくさん受けたので、受験料だけで親に
３０万円を出してもらいました。最後、もう浪
人かという時に、八王子の杏林大学経済学部に
拾ってもらって入学しました。学生時代はアル
バイトを行い、安酒を買って仲間と飲んでいま
した。トリスというウイスキーが安くて、よく
割って飲んでいたのですが、悪酔いしてよく吐
いていたのを覚えています。恋愛はしました。
しかもたくさん振られました。片思いも多かっ
たです。間抜けな学生だったと思います。
　Ｓ６２年、大学４年になり、いよいよ就職戦線。
私の気持ちは、世界に羽ばたく企業に就職した
いというものでしたが、一方で、自分の能力に
自信のない気持ちもあり、「海外で生活するのは
無理かな」という不安もありました（秦さん、
すごいですね）。優柔不断な私は業種も決まらず
時間だけが過ぎていきました。友人達はいろい
ろな企業に内定、就職が決まっていきました。
例えば、富士通、ヤナセ、埼玉銀行、トヨタ、
警視庁、等。気づくと私だけ就職が決まってお
りませんでした。見るに見かねた母親が「地元
の信用金庫に知り合いの人が居るから受けてみ
たら」と言うのでとりあえず行ってみようかな
という気持ちで面接に出かけました。もちろん
母の知り合いだからと言って特別待遇ではなく
一次面接からのスタートです。そのため、ある
程度、地元の信用金庫の仕事、規模、意義等を
事前に学んで行きました。信用金庫と言っても
金融機関。預金や貸出金等、銀行の業務とほと
んど変わりません。しかしながら自分の中で、
他の金融機関との一番の違いを考えた時、やっ
ぱり地元に根ざしている、地元に密着してい
る、地元に貢献しなければいけないんだという
イメージが強く残りました。一次面接の時に面
接担当者の方が同じような話をしてくれまし
た。目からウロコが落ちました。私は二次面接
を受ける前に覚悟を決め、飯能信用金庫に入行
することを決めました。受けようと思って資料
を貰っておいた他の会社を全てやめて、飯能信
用金庫一本に絞り、必死になって信用金庫のこ
とを調べ、面接に取り組みました。
　お蔭様でＳ６３年４月、飯能信用金庫に入行
することができました。最初の配属店舗は現在

と同じ飯能中央支店。当時は本店営業と呼ばれ
ておりました。この頃、私は一丁目の青年会に
加入させて頂きました。
 飯能信用金庫職員としての最初の１年間は店
の中での見習いです。２年目に入り、初めて営
業担当地区をもたせて頂きました。地区は東吾
野、吾野、西吾野。地名で申しますと白子、平
戸、虎秀、井上、坂石、坂石町分、南川、北
川、長沢、坂元と、正丸までの事業所と個人宅
を合わせて４００軒、毎月訪問してお金を預かっ
て印鑑を押して帰って参りました。そして４年
半後、所沢支店に転勤となったわけです。
 金融機関の人間、サラリーマンにとって転勤
は宿命であり、必ずついて回ります。私は３５年
間で１３回の転勤を繰り返し、昨年ようやく振り
出しである飯能中央支店に帰ってくることがで
きました。しかも支店長という職責とやりがい
のある地位で戻れたこと、非常に嬉しく感じて
おります。
　このように振り返ってお話をさせて頂きます
と、良いこと、改めねばいけないこと、３つの点
に気づきました。１つ目は、勘違いでも何でも
やればできる、努力は報われると思うことの重
要性です。これは水泳で学びました。素質のな
い私でも１日に１万ｍも泳げば県の大会で決勝
にまで出られました。しかしながら高校では途
中で「これが限界かな」と感じ、努力を怠りまし
た。これはいけません。今後はものごとについて
限界と感じてもさらに一歩頑張ろうと考えます。
２つ目は、親の意見と冷や酒です。就職の時、
母親が飯能信用金庫を勧めてくれたことがまさ
にそうです。母は学のない人でしたが長年の経
験で息子の幸せと適性を見抜いていたのだと思
います。親と年長者の話すことはよく聞くべき
であると思いました。冷や酒については皆様、
同じ経験をされていると思いますので、あえて
ご説明することはないと思います。３つ目は、
人との出会い。小学校１年の担任の先生、中学
時代の番長の青木君、怪我を治して頂いた先生
方、厳しい部活顧問の内田先生、安酒を酌み交
わしていろんなことを話した大学の友人、飯能
信用金庫を受験した時の面接官の方々、そして
何より、本日お集まり頂いている皆様方。どの一
つも現在の私にとってなくてはならない出会い
です。一つ一つの出会いに感謝申し上げます。
　最後に、歴史ある飯能ＲＣに参加できますこ
とに感謝を申し上げると同時に、より一層、社
会奉仕活動に頑張りたいと思いますので、皆様
にたくさんのご指導ご鞭撻をお願いさせて頂き
まして、これにて、原島伊佐夫のイニシエーショ
ン・スピーチを終了させて頂きます。本日は有
難うございました。
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